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白
山
の
項
で
も
述
べ
た
が
、深
田

久
弥
は
故
郷
・
大
聖
寺
か
ら
隣
県

の
福
井
中
学
に
通
っ
た
。こ
こ
で
山

と
出
合
い
、福
井
の
山
々
を
登
る
こ

と
と
な
っ
た
。日
本
百
名
山
を
選
定

す
る
に
当
た
っ
て
、第
二
の
故
郷
で

あ
っ
た
福
井
県
か
ら
一
座
を
と
考

え
た
。
と
こ
ろ
が
、
福
井
県
に
は
名

山
が
無
い
。
敢
え
て
と
言
う
事
で
、

能
郷
白
山
と
こ
の
荒
島
岳
が
選
ば

れ
た
。
そ
し
て
、「
能
郷
白
山
も
よ

く
見
え
た
が
、山
の
気
品
の
あ
る
点

で
は
、
荒
島
岳
が
上
だ
っ
た
。」
と

記
し
て
い
る
。

こ
の
山
に
は
、福
井
の
学
生
時
代

に
苦
い
経
験
が
あ
る
。
夏
休
み
、
荒

島
岳
に
登
ろ
う
と
、テ
ン
ト
一
式
を

担
い
で
向
っ
た
。登
山
口
は
佐
開
集

落
。
か
な
り
の
酷
暑
の
日
で
、
バ
ス

停
か
ら
登
山
口
ま
で
辿
り
着
い
た

が
、
こ
こ
で
か
な
り
の
熱
中
症
ぎ

み
。登
山
道
途
中
で
断
念
し
た
の
で

あ
る
。

そ
の
後
、ス
キ
ー
場
の
あ
る
勝
原

か
ら
登
っ
た
。山
頂
に
は
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
が
置
か
れ
て
い
て
、
び
っ
く

り
。日

本
百
名
山
に
は
山
の
花
の
記

述
は
あ
ま
り
な
い
。
深
田
久
弥
は
、

花
よ
り
も
山
頂
よ
り
の
眺
望
を
第

一
に
考
え
て
い
た
。荒
島
岳
の
項
に

珍
し
く
花
の
記
述
が
あ
る
。

「
・
・
・
主
峰
ま
で
の
登
り
で
、
真

黄
の
咲
き
溢
れ
た
ウ
ツ
ギ
の
花

と
、・
・
・
」。
ウ
ツ
ギ
の
花
は
純

白
。
す
る
と
、
こ
の
黄
色
の
花
は
何

だ
ろ
う
。
登
っ
た
の
は
五
月
。
こ
の

頃
荒
島
岳
に
黄
色
い
花
は
な
い
。何

か
の
勘
違
い
だ
ろ
う
か
。

春
四
月
、
ブ
ナ
林
を
登
る
と
、
登

山
道
沿
い
に
、ト
ク
ワ
カ
ソ
ウ
が
列

を
な
し
て
咲
き
揃
っ
て
い
る
。こ
の

花
、
ブ
ナ
と
運
命
共
同
体
。
温
暖
化

が
懸
念
さ
れ
る
昨
今
、全
国
の
ブ
ナ

の
巨
木
が
相
次
い
で
倒
木
し
て
い

る
。
ブ
ナ
が
無
く
な
れ
ば
、
ト
ク
ワ

カ
ソ
ウ
も
消
え
る
運
命
。実
に
か
弱

き
野
の
花
で
あ
る
。

日本百名山の花

福井県
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